
事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

地域密着型サービス自己評価項目  

 (評価項目の構成) 【記入方法】
●　複数のユニットを持つ認知症対応型共同生活介護事業所の場合、各ユニットごとに

Ⅰ.理念に基づく運営 　管理者が介護職員と協議の上記入してください。
   １．理念の共有 ● 次の項目は、小規模多機能居宅介護事業所のみ記入してください。
   ２．地域との支えあい 　　項目番号23　○初期に築く本人との信頼関係　
   ３．理念を実践するための制度の理解と活用 　　項目番号24　○初期に築く家族との信頼関係　
   ４．理念を実践するための体制 　　項目番号25　○初期対応の見極めと支援　
   ５．人材の育成と支援 　　項目番号26　○馴染みながらのサービス利用

　　項目番号39　○事業所の多機能性を活かした支援
Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 ● 次の項目は、認知症対応型共同生活介護事業所のみ記入してください。
   １．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 　　項目番号53　○身だしなみやおしゃれの支援　
   ２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 　　項目番号59　○役割、楽しみごと、気晴らしの支援　

　　項目番号60　○お金の所持や使うことの支援　
Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 　　項目番号61　○日常的な外出支援
   １．一人ひとりの把握 　　項目番号62　○普段行けない場所への外出支援
   ２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 　　項目番号63　○電話や手紙の支援
　 ３．多機能性を活かした柔軟な支援 　　項目番号64　○家族や馴染みの人の訪問
   ４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 【用語について】

●　管理者＝指定事業者としての届出上の管理者とする。　「管理者」には、管理者
Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 　　不在の場合にこれを補佐する者を含む。

１．その人らしい暮らしの支援 ●　職員＝「職員」には、管理者及び非常勤職員を含む。
２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

Ⅴ．サービスの成果に関する項目
　
　

自己評価票

記入者（管理者）
氏　名

評価完了日 平成20年11月25日

　　(ユニット名）

事業所名 グループホーム ひもろぎの園

１階

本柳 瑞恵

1 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

　

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

項　　目

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

勉強会や全体ミーティング、毎日の申し送
り、カンファレンス等を通して、理念に合っ
たケアに取り組めるように、話し合いの場を
持っている。管理者は常に理念を念頭に置い
て話し合いを行うように心がけている。

3

家族には、家族会や訪問時等折に触れ入居者
の状態を通して、ホームの方針について伝え
るようにしている。又運営推進会議等でも、
さまざまな話の中で理念を織り交ぜながら伝
えるようにしている。

4

散歩や買い物、回覧板を回しに行ったりなど
で日常的な挨拶を交わし、当たり前の交流を
図っている。気軽に立ち寄ってもらえるよう
なお付き合いにはなっていないが、グループ
ホームがある事を地域に認識してもらい始め
ている。

5

施設全体の行事（夏祭り、秋祭り）には、自
治会を通してチラシを配布し、地域の皆さん
の参加を促している。地域の活動にはなかな
か参加できないが、回覧板を回したり、地域
向けの広報誌を発行することにより、ホーム
の存在を知ってもらえるようになってきてい
る。

２．地域との支えあい

地域密着型サービスとして地域の中での役割
を認識し、認知症があっても、地域と共に暮
らしていける事、その人らしい生活を送るこ
とをスタッフと話し合い、理念作りを行って
いる。

自己評価票

2 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

３．理念を実践するための制度の理解と活用

今年も運営推進会議を通して、勉強会を開催
したいと思っているが、職員も出来るだけ参
加し、学ぶ機会を作って行きたい。

今後勉強会の企画をしていきたい。○

6

管理者は、キャラバンメイトに登録し事業所での
実践を踏まえ、多くの方に認知症について理解を
深めてもらえるように活動している。回覧板用の
広報誌では、認知症予防についても触れており、
地域のかたがたに興味を持って読んでいただける
ように取り組んでいる。

7

自己評価は職員全体で考え、1年間の振り返りと
して活用している。又外部評価の結果や今後の取
り組みについても、全体ミーティングで話し合い
の場を持ち、１つでも前進できるように、スタッ
フ全員で考えている。家族会や運営推進会議でも
報告し、ホームの運営に積極的に参加してもら
い、意見を出していただき、実際に実践してい
る。

11

運営推進会議にて、虐待法の勉強会を開催し
たが、全職員には浸透していない。ホーム内
での勉強会では十分でないと思われる。入居
者のケアを通して、虐待に当たらないかの検
証はしている。

○

8

ホームでの生活や評価の結果の報告等を行
い、意見や助言を受け、積極的な話し合いの
場になっている。今後は話し合いだけではな
く、お互いに学べる場として勉強会などを企
画していきたいと考えている。

9

市町村とはキャラバンメイトや、介護相談員
の受け入れなどで信頼関係を築いてきてお
り、ホーム運営に困難が生じた場合には、積
極的に相談できる関係作りが出来ている。今
後も信頼関係を崩さず、連携に努めて行きた
い。

10
利用者に制度を利用している方がいるため、
スタッフは大まかな流れは知っているが、勉
強会などは開いたことがない。

3 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

４．理念を実践するための体制

13

定期的に介護相談員に来園してもらい、利用
者の相談や気づきのアドバイスをもらってい
る。又普段の生活の中で入居者から意見が出
たときには、必ず記録として残してもらい、
申し送りなどを利用し、すぐに解決できるよ
うに努めている。

12

入居申し込み時、入居前、入居当日と数回に分け
て、不安や、疑問点について確認し合いを行って
いる。特にこれからの希望や、重度化した時の対
応などは、できるだけくわしく説明している。契
約解除の話し合いには、時間を掛け、今後に不安
を残さないように話し合いの場を持っている。

法人で現状の課題について、全職員から意見
を求め、各部署で解決できる事はできるだけ
早く解決できるように心がけている。又全体
ミーティングや毎日の申し送りを通して運営
の状況等をスタッフに報告し、理解や意見を
求めながら協力して行っている。

15

苦情の窓口としてホーム側と市町村の担当を
お知らせしてあり対応できるようになってい
る。家族からの意見や、助言は玄関に家族用
の「ひやりはっと用紙」を置き、気がついた
ことを書いてもらうように用意して置いてい
る。又その都度スタッフと解決できるような
体制を取っている。

14

月に1度のホーム新聞で全体的な報告を行
い、各担当毎に手紙を書き、近況の報告を
行っている。又必要があれば電話連絡も積極
的に行っている。

17

入居者の生活に合わせた勤務ローテーション
を取っており、スタッフも出来るだけ一人に
なる時間を作らず、安心して仕事が出来るよ
うにしている。又その都度に応じて入居者に
合わせ柔軟な対応も出来ている。

16

4 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

○向上心を持って働き続けるための取り組
み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

18

19

グループホーム協議会の研修を中心に、さま
ざまな研修に出席し、一人が1年に1～２回は
参加できるようにしながら、勉強の機会と、
他事業所との情報交換を積極的に行ってい
る。ホーム内の勉強会にも力を入れ、より深
く、実情に合わせた勉強会の企画を行ってい
る。

21

勤務に無理が出ないようにローテーションに
気配りを行ったり、ストレスを溜め込まない
ように、仕事上の悩みなどは早めに把握し、
解決するように心がけている。又、研修など
に多く参加してもらい、気分転換が図れるよ
うにしている。

20

管理者はグループホーム協議会の理事であ
り、計画作成担当者は、地区の研修委員会に
属し、地域の事業所との交流の機会を多く
持っている。研修会の企画や、実施を通し
て、サービスの質の向上に積極的に取り組ん
でいる。

22

上級資格者については、賃金体制の変更や資
格手当て支給を行っており、職員の就労に関
する環境設備や福利厚生の充実を図ってい
る。スタッフに勉強の機会を出来るだけ提供
し、実績などを勘案し、一人一人に合った役
割分担をすすめることにより、リーダーとし
ての役割を担い、向上心を持ち続けることと
リーダー育成に重点をおいている。

老人保健施設の併設であるため異動は避けら
れないが、その時期、人数は出来るだけ考慮
してもらえるように相談している。離職や異
動に伴い、職員が代わった場合にも、入居者
にダメージがないように最善の努力をしてい
る。しかし最近異動が多くなっている為、ご
家族に不安の声が聞かれることも出てきた。

○

異動は避けられないが、できるだけ離職者を
出さないように管理者は「職場環境」にも十
分に配慮していかなくてはならないと考えて
いる。ご家族にも不安のないよう、丁寧に接
していきたい。

5 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている（小規模多機能居
宅介護）

○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている（小規模多機能居宅介護）

○初期対応の見極めと支援

　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている
(小規模多機能居宅介護）

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している(小規模多機能居宅介
護）

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

25

26

27

一緒に生活をしていく上でその人に合った個
別の対応や、本人の気持ちを察知しながら、
生活しやすいように配慮している。また、
日々の会話の中で生きていくことや生活の知
恵など教えてもらい、学ぶ機会を作ってい
る。また、愛称などで呼んだりと信頼関係を
築くために工夫している。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

24

23

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応(小規模多機能居宅介護事業所のみ記入）

6 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

29

面会時には今現在どうのような様子でいるの
か近況報告し、また、最近気になる事など家
族に相談し、意見や要望を聞き入れるように
している。面会が少なくても、相談したい事
や病院受診の件など電話にて本人の様子を報
告している。また、面会のあるなしにかかわ
らず、ホームでの様子がわかるように月に1
度、手紙を書いている。

28

家族からの情報を元にスタッフ間でその人ら
しい生活が出来るよう話している。家族面会
時には近況報告し、また、新たな情報があれ
ば提供していただき、情報の共有を築いてい
る。行事等で本人との係わり合いをサポート
し共に支えあえる関係を作っている。

31

入居者一人ひとりの個性を見て、出来る事な
ど利用者同士で行える状況を支援している。
また、トラブルにならないよう席の位置の配
慮なども行っており、事前に回避できるよう
に声掛けや見守りを行い、良好な関係にもっ
ていけるよう配慮している。

30

病院や美容院などかかりつけがある入居者に
は関係が途切れないよう支援している。ま
た、入居者の中には自宅へ行き、掃除、墓参
り、馴染みのある場所など月に１回はいける
ように考慮したり、彼岸やお盆の墓参りは忘
れないよう行い、これまでの習慣や馴染みの
環境を忘れないよう支援している。家族から
の情報や本人との会話の中で「馴染み」なも
のを引き出せるよう努めている。

32

退所ということになっても家族や本人の意向
を確認しながら、家族の負担なども考え、他
の連携機関のサービスを勧めたりしている。
また、助言や相談しながら、本人・家族共に
不安が無いように退所後も連絡を取るように
している。

7 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

37

状態を見て、その人にあったケアプランの作
成を行っている。また、本人の状況に合わせ
て、期間を短くして定期的に更新をしてい
る。状態の変化が著しく変化するときには時
間は掛かってしまうも観察を行い、記録に残
し、スタッフや家族、主治医と相談しながら
作成を行っている。

○
更新が遅れがちになっていることもあり、
もっとゆとりをもって更新をしていくように
したい。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

36

35
1日を通して本人の生活リズムを整えたり、
見極めたりしながら、そのなかで出来る事や
得意な事など支援している。

本人がホームでの生活をどう思っているのか、
日々の会話の中で記録に残している。また、家族
とも面会時に意見や要望など聞くようにしてお
り、その都度記録にも残しているが、なかなか家
族の面会時に会えず、確認を取れないこともあっ
た。家族が面会に来られない時は、電話等で連絡
を取るようにしているが、出来たケアプランを説
明している状態であった。また、フロアミーティ
ングという時間を設け、スタッフ全員で入居者の
最近の状態を話し合い、援助の方針を決めてい
る。

○ 面会に来られないときには、電話での連絡や
報告を行うようにしていきたい。

本人の時間を大切にしながら、朝はゆっくり
していただいたり、疲れてしまったときには
休むよう促したりと、本人と「どうしたいの
か」を話し合ったり、なかなか言葉で言えな
いときには表情や行動を見て汲み取りながら
支援している。

34

アセスメントシートを活用し、今までの暮ら
しぶりなどまとめている。また、本人との会
話の中や家族面会時に以前の暮らしぶりを聞
くようにしている。

33

8 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている（小規模多機能居宅介護）

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

38

記録にモニタリングとケアカンファレンスの
項目がある為、申し送り時などで気になる事
はその場で話し合い、その都度記入をしてい
る。また、記録の備考欄も活用し、検討して
欲しいことや忘れずに行って欲しいケアなど
記入し、情報の共有に努めている。

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

○ もっと、その欄を活用してうまくケアプラン
の見直しに生かしていきたい。

39

41

現在、定期的にホーム内で問題解決を図って
いる為、介護保険外のサービスの利用は行っ
ていないが、今後どのようなサービスが利用
できるか考えながら、ケアマネージャーとの
情報交換は行っている。

40

必要に応じてその都度対応できるように、警
察に一緒に挨拶に行ったり、民生委員とも運
営推進会議等を通して情報交換をし、地域の
回覧板などでの情報交換も行ったりしてい
る。消防に関しても、機会を作りアドバイス
をもらっている。

今後、権利擁護や成年後見制度、高齢者虐待
についてなどの勉強会を行って、スタッフの
理解と勉強の機会を取ってもらいたいと考え
ている。

42

定期的に運営推進会議を行い、その際に地域
包括センターの職員が参加されている為、関
係性はできており、必要に応じて情報交換を
行っている。

○

9 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

43

本人や家族の希望・要望を取り入れ、受診支
援を行っている。受診支援後には家族へも連
絡を取り、受診の内容・本人の状態等を報告
している。又、状態により、かかりつけ医の
紹介で、違う病院へ受診した後にも、受診経
過をかかりつけ医に報告し、その後の対応を
受けられるように支援している。

45

44

法人クリニックの医師や、かかりつけ医との
連携を大切にし、受診の際には同行してい
る。状態が変化した場合には、相談や受診に
より治療を受けられる様に情報提供し、支援
している。

47

本人や家族の意向に沿った、終末期を迎えら
れるようかかりつけ医との連携・話し合いに
てケアプランに反映し、全員が周知し日常生
活での対応をしている。又、急変時の対応に
ついてもマニュアルを作成し、周知徹底して
いる。家族にも、急変時・ターミナルにかか
わる説明を行い、協力・同意を得ている。

46

入居者が入院した場合、出来るだけ早期に退
院できるように、家族や病院医師または関係
者との情報交換・相談を行い、安心して入院
できるように連携している。又、いつ退院し
てきても良い様に環境等を整え、本人の状態
を常に把握できるようにしている。

48

終末期において、どうしたらその人らしい生活が
ここで出来るか、終末期とは等の研修や話し合い
の場を定期的に作り勉強している。かかりつけ医
とも協力・相談により今後の対応や、助言を参考
にしケアプランを作成し、取り組んでいる。日々
の生活でも状態把握に努め支援している。緊急時
の対応として、かかりつけ医と連携を取る内容の
マニュアルがあり、備えている。

10 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている（認知症対応
型共同生活介護）

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

行きつけの美容院がある方は家族と共に外出
して散髪したり、ホーム側で同行し、散髪を
行っている。又、地域に馴染みの床屋がある
為、本人の希望、要望があった際や、髪が伸
び始まった頃に声掛けしながら定期的に利用
し、地域との交流も大切にしている。

53

50

51

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援（53は、認知症対応型共同生活介護事業所のみ記入）

52

時間等に縛られる事なく、一人ひとりのペー
スを大切にし、ゆっくりとその人らしく生活
出来るよう支援している。どのように過ごし
ていきたいか、本人の気持ちや希望に添って
一緒に考え取り組んでいる。

一人ひとりの性格や状態をその都度合わせな
がら、言葉掛けや、対応等に配慮し行ってい
る。記録についても個人情報を守る為に、取
り扱いや管理に注意している。

日々の情報収集や、スタッフ同士の報告等
で、一人ひとりの希望や何を訴えているのか
等の思いを実現出来るよう取り組んでいる。
常に複数の選択肢を作り、本人の自己決定を
促すような働きかけに努めている。

49

過去に左記の対象者がいなかったが、ケア関
係者・本人・家族を交え情報交換を行い、本
人とも事前にその意向を伝え、ダメージの軽
減をはかる。環境へも、なるべく自分が使い
慣れ親しみのある物を置く事で、安心感を与
えるようにしている。

11 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる(認知症対応型共同生活介護）

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援（認知症対応型共同生活介護事業所のみ記入）

54

その日のメニューを見ながら入居者と一緒に畑へ
行き、収穫する楽しみを支援している。又、調
理、盛り付け、片付け等も一人ひとりの力に合わ
せながら行い、食べる事に対しての楽しみや、よ
り美味しく食事が出来るよう促進したりと大切に
している。又、誕生日会や特別な行事等がある際
には、入居者と共に献立作りを行ったり、何を食
べたいかなどのリクエストを取ったりと取り組ん
でいる。

55

一人ひとりの嗜好品を把握し、要望があれば
提供したり、買い物に同行し購入する形を
取ったりと対応し、日常的に楽しめるよう支
援している。又、晩酌希望の入居者に対した
は希望時に支援している。

57

職員が一方的に決めるのではなく、利用者の
要望や、その日の健康状態を確認しながら入
浴を実施している。又、声掛けや対応の工
夫、タイミングを見極め、入居者が入浴した
くない場合には強制せずに、安心して入浴し
てもらえるような空間を作り過ごせるよう配
慮している。

56

排泄する時間帯や、その日の入居者の排泄状
態、行動パターンを見極めて声掛けや誘導に
て排泄を促している。又、本人の訴えも大切
にし、その都度排泄の介助を行っている。

59

一人ひとりの出来る事を最大限に引き出し、
声掛けしながら一緒に行う事により役割を立
て促している。又、上手く気分転換を計ら
い、地域との交流を取り入れながら活動をサ
ポートしている。

58

入居者一人ひとりの睡眠パターンの把握や、
その時々の状況に応じて対応したり、日中の
活動を促している。又、昼夜逆転しないよう
に生活リズムを整えるよう努め、夜間に安心
して休んだり、眠れるように支援している。

12 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している（認知症対応型共同生活介護）

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している（認知症対応型共
同生活介護）

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している(認知症対応型共同生活介護）

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している（認知症対応型共同生活介護）

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している（認知症対
応型共同生活介護）

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

（４）安心と安全を支える支援

61

スタッフからの声掛けや利用者から「～へ行
きたい。」等の希望を聞き、自宅や買い物、
ドライブへ行けるようスタッフが同行し、支
援している。

60

家族より預かったお金は金庫に保管にしてい
る。利用者に応じて小額のお金を所持してい
る為、買い物等のお金を使用する際には、所
持金を確認し、本人に手渡し自由に買い物が
出来るように支援している。

63

利用者の家族や知人等に暑中見舞いや年賀状
などの手紙のやり取りを行っている。又、自
分で書けない場合にはスタッフが代筆したり
とサポートしている。電話を掛けたいと訴え
があった場合には、一緒に掛けたり、掛かっ
てきた電話には取り次ぎ、本人の希望に添え
ながら支援している。

62

毎年春には温泉へ、冬にはクリスマスを兼ね
て、ホテル等の場所を借り、家族と共に過ご
し楽しくゆっくりと過ごす時間を大切にして
いる。又、行事や季節事に応じて外出した
り、外食したりと利用者の要望に合わせなが
ら出掛けられるよう支援している。

65

職員一人ひとりが利用者に対する身体拘束に
ついて等は勉強会を設け、理解し心得てい
る。又、利用者の状態により点滴を使用し自
己抜去してしまう場合には側に付き、状態の
安定、安全に向けたケアを徹底して行ってい
る。

○ 間違った認識にならないよう、定期的な勉強
会が継続して必要。

64

面会時間を定めずに、いつでも家族や知人な
ど来園出来るように取り組んでいる。訪問者
と利用者が好きな場所でお茶を摂取しながら
ゆっくりと過ごせるよう笑顔で出迎えを行っ
ている。

13 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

67

利用者の行動や様子を把握し、日中フロアに
スタッフがいない時間を作らないようにさり
げない見守りを心掛けている。自室等で休息
されている場合は時間を見ながら様子を見に
行ったり、声掛けを行っている。夜間は時間
事に巡視を行い、その都度の対応に伴い、安
全に配慮している。

66

本人の気持ちを尊重し、日中は鍵を掛けずに
自由な生活が出来るようにしている。本人が
「～へ行きたい。」という気持ちを抑えるの
ではなく、さりげなく声掛けを行い気持ちを
確かめ、一緒に行きたい所へ同行したりと、
利用者の気持ちを害さないよう取り組んでい
る。

69

定期的に全体ミーティングが開かれ、「ひや
り・はっと」や「アクシデント」報告がある
為、それを元に利用者個々の状態や問題点に
ついて話し合い、スタッフ間の連携を図って
いる。又、勉強会を開き、防止の為の知識を
身につけるよう取り組んでいる。

68

全てを撤去してしまうのではなく、利用者の
現在の状況を把握し、危険かなどを見極め、
その都度職員同士で相談し、管理の方法も統
一して行っている。

71

避難方法や対応はマニュアル化されており、
訓練は昼・夜・場所等の想定を変えながら、
スタッフ全員が経験出来るよう毎月行い、身
につけるように取り組んでいる。又、年に２
回、本体との合同での消防の協力による訓練
が実施され、指導を受けている。

○
地域の方との災害時の協力を得るには、日頃
からより多くの交流を図らなければいけない
と思われる。

70

事故発生時のマニュアルが作成されており、
機会がある事に、再確認が行われている。
又、消防機関の協力を得て、応急手当処置等
の訓練を受けたり、地域の救命講習への参加
をし、技能を学んでいる。

14 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○リスク対応に関する家族等との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

73

バイタル測定を利用者の状態に応じて一日二
回～週に一回行い、健康チェック表を作成
し、排便チェック等も行い、状態観察を行っ
ている。変化発見時にはホーム看護士や、連
携病院看護士に相談し、指示を受け、病院受
診等の早目の対応に努めている。

72

家族の方には現状と、今後起こりうるリスク
について理解して頂けるように、面会時や電
話報告にて、連絡や説明を密に行い、本人に
とって一番合った、より良い生活が出来るよ
う、家族の方の意向を取り入れながら対応策
を話し合い、取り組んでいる。

75

個人にあった下剤を内服の間隔や、時間を考
慮して対応している。牛乳、乳酸飲料やきな
粉等を取り入れ、便秘予防に努めたり、歩行
等の運動を促したりと対応している。

74

定期内服薬の他に新しく追加処方の薬に関し
ては申し送りで用法・効用・副作用等の説明
があり、記録に残している為、パソコンの掲
示板で各自、必ず確認出来るように取り組
み、内服後の状態観察に努めている。

77

利用者の状態や能力に合わせて、食事形態を
変え、主食の場合は粥や軟飯、副食は刻みや
一口大にして提供している。又、スタッフが
側に付いて声掛けしながら、バランス良く摂
取出来るよう促している。水分制限のある
方、水分を多く摂取が必要な方等はチェック
表を作成しており、不足時には手作りのゼ
リーにて促し配慮している。

76

口腔洗浄時には、デンタルリンスを使用し、
週二回のポリデントを実施している。食後に
は利用者に応じ、必要な方には口腔洗浄を実
施する。出来るだけ本人が自力で行えるよう
心がけながら介助している。

15 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり

　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

79

食材は、次の日の献立の材料を地域の行きつ
けの店で毎日買い物に行き、新鮮なうちに調
理し、使用している。野菜はホームの畑で収
穫出来、旬の安全で新鮮な野菜を提供してい
る。又、まな板や包丁、布巾等は毎日の消毒
を徹底して行い、衛生管理に努めている。

78

日頃より、手洗い・うがいを習慣付け、実施
し予防に努めている。又、予防接種の実施や
勉強会が開かれており、感染時の対応につい
ても、スタッフ間で統一され実施している。

81

食堂には、家庭に近い家具や絵画・季節の
花・写真を飾りつけている。食堂はブライン
ド・居室にはロールスクリーンで、光を調節
している。台所は、オープンキッチンの為、
食材を切る音や調理の臭いが利用者へ伝わ
り、一緒に食事に準備や味付けなど聞きなが
ら会話している。音楽やテレビの音なども、
利用者に聞きながら調節している。

80

建物周辺には植木や季節の花を植えたプラン
ター、椅子やベンチなどを置いている。玄関
にはスタッフの写真や、一息つける椅子を設
置している。

82

リビングやロビーにソファーとテレビをそれ
ぞれ置き、利用者同士くつろげるスペースや
一人で過ごす事の出来るスペースがある。ま
た、ロビーにはピアノを置いてあり、演奏し
たり出来るようになっている。ベランダに
は、ベンチや椅子を設置し、利用者が管理し
ている植木や花を植えてあるプランターを置
き、一人でも安らげるようにしている。

16 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んでいき
たい項目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

○建物の外周りや空間の活用

　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

83

それぞれ利用者が、家で使っていた馴染みの
あるタンスや家具を置き、その人の生活スタ
イルにに合わせ、居心地の良い空間を作って
いる。

85
手すりを設置し安全確保している。台所や洗
面台の高さは低めに設置し工夫している。

84

冷暖房は、各居室に設置してあり、個人の希
望や利用者の状態、季節に合わせスタッフが
調整している。フロアは季節に関係なくこま
めに換気している。

87

ベランダにはベンチや椅子を設置し、日光浴
や景色を見たりと一息つけれるスペースを確
保している。玄関やベランダには植木や季節
の花をプランターに植え、水やりや鑑賞した
りと楽しんでいる。

86

職員や家族と相談し、危険と思われるものは
配置換えを行ったり、必要に応じて交換して
いる。混乱を招くようなものは、場所を移動
したり、撤去したり、わかりやすく品名を書
いたりと対応している。

17 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の２/３くらいの
③利用者の１/３くらいの
④ほとんど掴んでいない
①毎日ある
②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族と
②家族の２/３くらいと
③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない
①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

⑤その他（　　　　　　　）

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

⑤その他（　　　　　　　）

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

⑤その他（　　　　　　　）

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

⑤その他（　　　　　　　）

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

⑤その他（　　　　　　　）

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

⑤その他（　　　　　　　）

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

⑤その他（　　　　　　　）

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

⑤その他（　　　　　　　）

⑤その他（　　　　　　　）
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事業所名：グループホーム　ひもろぎの園１階

項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない
①ほぼ全ての職員が
②職員の２/３くらいが
③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族等が
②家族等の２/３くらいが
③家族等の１/３くらいが
④ほとんどできていない

年齢を重ねることで、段々と入居者自身のADLの低下、認知症の進行が見られていくが、一人一人の生活のニーズに合わせ趣味・特技を見つけ、日頃の生活の
中で生かす事が出来るよう様にスタッフも工夫し、自立支援を基に寄り添ったケアを心掛け、毎日を生き生きと過ごせ充実できるように取り組んでいる。入
居者の誕生日には、皆でお祝いをしお酒を飲みながらご馳走を食べて楽しみ、四季ごとにバスハイクを行い気分転換を行っている。入居者からの「○○が欲
しい。」との話等があれば一緒に買い物へ出かけ、帰りの際には南湖公園などでお団子を食べて帰って来たり、ドライブをしながら町の様子などをみて帰っ
てきたりと、個人の意思を尊重し生活に意欲が出るように提供している。又、家族との連携を計りながら、毎月1度に家族へ手紙を書きホーム内での生活の様
子などを伝え、安心して頂ける様に何かがあれば電話連絡等も行っている。年2回行っている家族会でも、家族が感じ取って頂けるようにスタッフが日頃の様
子を取った写真や入居者が作った物等を見てもらい、その中で要望や希望を聞き情報交換を行い支え合っている。医療面でも、スタッフ一人一人が状態把握
に努め、ホームナースや連携ナース・地域医療機関とも密に連携が取れており、緊急時であっても対応が出来るように情報交換や、定期受診等で状態管理を
行っている。家族に対しても、現在の状態や今後起こりうる危険性に対しても伝えており、本人・家族・スタッフの関係も深く、重度化、看取りのケアにつ
いても研修・勉強会等で対応が出来るように努めている。入居者と共に生活をし、日々の状態変化についても月一度のミーティングを行い、介助や支援の仕
方を接する事で模索しながら検討し、意見交換をしながらケアの充実を図っている。地域とも関わりを持ち、町内会に加入し地域の行事に参加したり、幼稚
園児の訪問・月一度の尺八ボランティア・蕎麦打ちボランティア等数多く訪問して頂き、施設の方でも花火大会・秋祭り等の行事を開催し、地域の方に参加
を呼びかけている、回覧板にはひもろぎ通信を掲載し、認知症の理解、ホームに関心を持っていただき交流に積極的に取り組んでいる。

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

⑤その他（　　　　　　　）

98 職員は、活き活きと働けている

⑤その他（　　　　　　　）

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

⑤その他（　　　　　　　）

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

⑤その他（　　　　　　　）
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事業所名：グループホーム　ひもろぎの園、２階

地域密着型サービス自己評価項目  

 (評価項目の構成) 【記入方法】
●　複数のユニットを持つ認知症対応型共同生活介護事業所の場合、各ユニットごとに

Ⅰ.理念に基づく運営 　管理者が介護職員と協議の上記入してください。
   １．理念の共有 ● 次の項目は、小規模多機能居宅介護事業所のみ記入してください。
   ２．地域との支えあい 　　項目番号23　○初期に築く本人との信頼関係　
   ３．理念を実践するための制度の理解と活用 　　項目番号24　○初期に築く家族との信頼関係　
   ４．理念を実践するための体制 　　項目番号25　○初期対応の見極めと支援　
   ５．人材の育成と支援 　　項目番号26　○馴染みながらのサービス利用

　　項目番号39　○事業所の多機能性を活かした支援
Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 ● 次の項目は、認知症対応型共同生活介護事業所のみ記入してください。
   １．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 　　項目番号53　○身だしなみやおしゃれの支援　
   ２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 　　項目番号59　○役割、楽しみごと、気晴らしの支援　

　　項目番号60　○お金の所持や使うことの支援　
Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 　　項目番号61　○日常的な外出支援
   １．一人ひとりの把握 　　項目番号62　○普段行けない場所への外出支援
   ２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し 　　項目番号63　○電話や手紙の支援
　 ３．多機能性を活かした柔軟な支援 　　項目番号64　○家族や馴染みの人の訪問
   ４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 【用語について】

●　管理者＝指定事業者としての届出上の管理者とする。　「管理者」には、管理者
Ⅳ.その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 　　不在の場合にこれを補佐する者を含む。

１．その人らしい暮らしの支援 ●　職員＝「職員」には、管理者及び非常勤職員を含む。
２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

Ⅴ．サービスの成果に関する項目
　
　

自己評価票

記入者（管理者）
氏　名

本柳 瑞恵

評価完了日 平成20年11月25日

　　(ユニット名）

事業所名 グループホーム ひもろぎの園

２階
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事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

　

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

○地域密着型サービスとしての理念

　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み

　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

○家族や地域への理念の浸透

　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

○隣近所とのつきあい

　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

○地域とのつきあい

　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

自己評価票

２．地域との支えあい

地域密着型サービスとして地域の中での役割
を認識し、認知症があっても、地域と共に暮
らしていける事、その人らしい生活を送るこ
とをスタッフと話し合い、理念作りを行って
いる。

散歩や買い物、回覧板を回しに行ったりなど
で日常的な挨拶を交わし、当たり前の交流を
図っている。気軽に立ち寄ってもらえるよう
なお付き合いにはなっていないが、グループ
ホームがある事を地域に認識してもらい始め
ている。

5

施設全体の行事（夏祭り、秋祭り）には、自
治会を通してチラシを配布し、地域の皆さん
の参加を促している。地域の活動にはなかな
か参加できないが、回覧板を回したり、地域
向けの広報誌を発行することにより、ホーム
の存在を知ってもらえるようになってきてい
る。

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

勉強会や全体ミーティング、毎日の申し送
り、カンファレンス等を通して、理念に合っ
たケアに取り組めるように、話し合いの場を
持っている。管理者は常に理念を念頭に置い
て話し合いを行うように心がけている。

3

家族には、家族会や訪問時等折に触れ入居者
の状態を通して、ホームの方針について伝え
るようにしている。又運営推進会議等でも、
さまざまな話の中で理念を織り交ぜながら伝
えるようにしている。

4

項　　目
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事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○事業所の力を活かした地域貢献

　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

○評価の意義の理解と活用

　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

○市町村との連携

　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

11

運営推進会議にて、虐待法の勉強会を開催し
たが、全職員には浸透していない。ホーム内
での勉強会では十分でないと思われる。入居
者のケアを通して、虐待に当たらないかの検
証はしている。

○

7

自己評価は職員全体で考え、1年間の振り返りと
して活用している。又外部評価の結果や今後の取
り組みについても、全体ミーティングで話し合い
の場を持ち、１つでも前進できるように、スタッ
フ全員で考えている。家族会や運営推進会議でも
報告し、ホームの運営に積極的に参加してもら
い、意見を出していただき、実際に実践してい
る。

10
利用者に制度を利用している方がいるため、
スタッフは大まかな流れは知っているが、勉
強会などは開いたことがない。

6

管理者は、キャラバンメイトに登録し事業所
での実践を踏まえ、多くの方に認知症につい
て理解を深めてもらえるように活動してい
る。回覧板用の広報誌では、認知症予防につ
いても触れており、地域のかたがたに興味を
持って読んでいただけるように取り組んでい
る。

8

ホームでの生活や評価の結果の報告等を行
い、意見や助言を受け、積極的な話し合いの
場になっている。今後は話し合いだけではな
く、お互いに学べる場として勉強会などを企
画していきたいと考えている。

9

市町村とはキャラバンメイトや、介護相談員
の受け入れなどで信頼関係を築いてきてお
り、ホーム運営に困難が生じた場合には、積
極的に相談できる関係作りが出来ている。今
後も信頼関係を崩さず、連携に努めて行きた
い。

今年も運営推進会議を通して、勉強会を開催
したいと思っているが、職員も出来るだけ参
加し、学ぶ機会を作って行きたい。

運営推進会議に包括センターも参加している
ため、今後勉強会の企画をしていきたい○

３．理念を実践するための制度の理解と活用
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事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○契約に関する説明と納得

　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映

　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○家族等への報告

　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映

　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

○柔軟な対応に向けた勤務調整

　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

17

入居者の生活に合わせた勤務ローテーション
を取っており、スタッフも出来るだけ一人に
なる時間を作らず、安心して仕事が出来るよ
うにしている。又その都度に応じて入居者に
合わせ柔軟な対応も出来ている。

16

法人で現状の課題について、全職員から意見
を求め、各部署で解決できる事はできるだけ
早く解決できるように心がけている。又全体
ミーティングや毎日の申し送りを通して運営
の状況等をスタッフに報告し、理解や意見を
求めながら協力して行っている。

15

苦情の窓口としてホーム側と市町村の担当をお知
らせしてあり対応できるようになっている。家族
からの意見や、助言は玄関に家族用の「ひやり
はっと用紙」を置き、気がついたことを書いても
らうように用意して置いている。又その都度ス
タッフと解決できるような体制を取っている。

14

月に1度のホーム新聞で全体的な報告を行
い、各担当毎に手紙を書き、近況の報告を
行っている。又面会時の報告や、必要があれ
ば電話連絡も積極的に行っている。

13

定期的に介護相談員に来園してもらい、利用
者の相談や気づきのアドバイスをもらってい
る。又普段の生活の中で入居者から意見が出
たときには、必ず記録として残してもらい、
申し送りなどを利用し、すぐに解決できるよ
うに努めている。

12

入居申し込み時、入居前、入居当日と数回に
分けて、不安や、疑問点について確認し合い
を行っている。特にこれからの希望や、重度
化した時の対応などは、できるだけくわしく
説明している。契約解除の話し合いには、時
間を掛け、今後に不安を残さないように話し
合いの場を持っている。

４．理念を実践するための体制
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事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○職員の異動等による影響への配慮

　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

５．人材の育成と支援

○職員を育てる取り組み

　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

○職員のストレス軽減に向けた取り組み

　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

○向上心を持って働き続けるための取り組
み

　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

18

老人保健施設の併設であるため異動は避けら
れないが、その時期、人数は出来るだけ考慮
してもらえるように相談している。離職や異
動に伴い、職員が代わった場合にも、入居者
にダメージがないように最善の努力をしてい
る。しかし最近異動が多くなっている為、ご
家族に不安の声が聞かれることも出てきた。

○

異動は避けられないが、できるだけ離職者を
出さないように管理者は「職場環境」にも十
分に配慮していかなくてはならないと考えて
いる。ご家族にも不安のないよう、丁寧に接
していきたい。

22

上級資格者については、賃金体制の変更や資
格手当て支給を行っており、職員の就労に関
する環境設備や福利厚生の充実を図ってい
る。スタッフに勉強の機会を出来るだけ提供
し、実績などを勘案し、一人一人に合った役
割分担をすすめることにより、リーダーとし
ての役割を担い、向上心を持ち続けることと
リーダー育成に重点をおいている。

21

勤務に無理が出ないようにローテーションに
気配りを行ったり、ストレスを溜め込まない
ように、仕事上の悩みなどは早めに把握し、
解決するように心がけている。又、研修など
に多く参加してもらい、気分転換が図れるよ
うにしている。

20

管理者はグループホーム協議会の理事であ
り、計画作成担当者は、地区の研修委員会に
属し、地域の事業所との交流の機会を多く
持っている。研修会の企画や、実施を通し
て、サービスの質の向上に積極的に取り組ん
でいる。

19

グループホーム協議会の研修を中心に、さま
ざまな研修に出席し、一人が1年に1～２回は
参加できるようにしながら、勉強の機会と、
他事業所との情報交換を積極的に行ってい
る。ホーム内の勉強会にも力を入れ、より深
く、実情に合わせた勉強会の企画を行ってい
る。

24 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○初期に築く本人との信頼関係

　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている（小規模多機能居
宅介護）

○初期に築く家族との信頼関係

　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている（小規模多機能居宅介護）

○初期対応の見極めと支援

　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている
(小規模多機能居宅介護）

○馴染みながらのサービス利用

　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している(小規模多機能居宅介
護）

○本人と共に過ごし支えあう関係

　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

23

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応(小規模多機能居宅介護事業所のみ記入）

24

26

27

職員では入居者の生活パートナーとして入居
者の側に寄り添い、日々変化する入居者自身
の気持ちや思いを把握しながら生活してい
る。日々の様々な場面において、入居者とス
タッフが相談し合ったり、会話や生活の中か
ら入居者から学ぶ事はたくさんあり、信頼関
係を築いている。

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

25

25 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○本人を共に支えあう家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援

　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

32

家族や本人の意向を把握し、退所というかた
ちになっても、他の連携機関のサービスを勧
めたり、家族の負担にならないよう心配りを
している。本人とも不安のない様に話し合
い、アドバイスや助言、相談窓口となってい
る。退所後も電話連絡をくれる家族もおられ
る。

31

入居者のこれまでの生活や性格、特徴、出来
ることを把握した上で１人１人が孤立する事
なく和やかな雰囲気の中でそれぞれの個性を
生かした生活を送れるような場面や機会を
作っている。トラブルの事前回避に努め、ト
ラブルになってしまった時の回避方法や関係
の悪化を防ぐ様、その都度スタッフ同士で話
し合いながら対応している。

30

家族からの情報提供や本人との会話の中での
昔馴染みの物や知人、場所を引き出せるよう
なアプローチを掛け、馴染みの美容室や友人
との手紙の交換などが大切に継続できるよう
勤め、ホームもいつもでも友人が来園した
り、出かけていきやすい雰囲気作りにも努め
ている。

29

ホームでの行事に家族を誘う事や面会時には
必ず近況を報告している。なかなか面会に来
れない家族に対しても手紙にて近況を報告
し、電話連絡をしたりとしている。ここれま
での本人と家族の関係について理解した上で
今まで以上に良い関係が築けていけ、本人、
家族が安心した生活が送れるよう働きかけて
いる。

28

本人、家族それぞれの思いを聞き、お互いに
とってベストな関係を築けるように努めてい
る。家族とケアの意向について密に話し合っ
たり、日々の暮らしの出来事や気づきについ
ても報告する事で、家族と情報を共有し本人
を支える協力体制をとっている。

26 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

○チームでつくる利用者本位の介護計画

　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

○現状に即した介護計画の見直し

　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

33

34

入居前に実調へ行き、生活暦アセスメント
シートを利用し本人と家族から情報を得て整
理し、各スタッフが把握できるようにファイ
リングしてある。家族にも面会の際には、積
極的に聞き、入居後の混乱や不安の防止に努
めている。入居してからの本人、家族からの
話は記録に残している。

36

35

入居者個人の状態や体調、生活のリズムに合
わせ、出来ることや得意な事を積極的に支援
し、自信に繋がるように支援している。又、
本人の生活リズムを個別に記録に残すことで
把握でき、スタッフ間の情報の共有となり統
一したケアを行えるように努めている。

ご本人が自分の気持ちを話せるような言葉掛けと
関係作りを行っており、ご家族からも訪問時等
に、本人に対する思いや、これからのケアについ
て情報交換を行っている。ケアプランの見直しに
はカンファレンスを行い、担当と相談しながら作
成しており、一人ひとりについてスタッフとフロ
アーミーティングで意見や方向性について話し
合っている。

家族からの情報や入居者との日ごろの会話から思
いや意向を把握出来る様に努め、日々の生活は本
人の意向や希望を尊重した支援を行い、本人の生
活スタイルを崩さぬ様にしている。ケアプラン更
新時には今後の生活について本人、家族と話し合
い、ケアプランの説明も出来る限り本人に聞いて
もらい、その時の感想や、本人の考えを大切にし
たいと考え行っている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

更新があわただしくなってしまうため、もう
少しゆとりを持って取り組んでいきたい。

37
定期的なプランの見直しを行っている。入居
者に変化が生じた場合には、その都度見直し
や、期間設定を実情に合わせて行っている。

○

27 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

○事業所の多機能性を活かした支援

　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている（小規模多機能居宅介護）

○地域資源との協働

　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

○他のサービスの活用支援

　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

○地域包括支援センターとの協働

　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

今後、権利擁護や成年後見制度、高齢者虐待
についてなどの勉強会を行って、スタッフの
理解と勉強の機会を取ってもらいたいと考え
ている。

42
運営推進会議に地域包括センターの職員が参
加している為、関係性は出来ており、お互い
に必要に応じて情報交換を行っている。

○

41

現在の所、ホーム内で問題の解決を図ってい
る為、介護保険外のサービスの利用は行って
いないが、今後の事を考えながらケアマネー
ジャーとの情報交換は密に行っている。又、
状態に合わせて利用出来るサービスを勉強会
等を通じてスタッフが理解し、適したサービ
ス提供により本人や家族が不安のないよう努
めている。

40

本人の必要に応じて対応出来る様に、警察に
一緒に挨拶に行ったり、民生委員や地域包括
支援センターとも運営推進会議等を通じて地
域の情報交換を行ったり、消防に関しても防
災訓練や緊急時の対応について等の指導の機
会を持ってアドバイスを貰ったり訓練を行っ
ている。

39

○
モニタリング、カンファレンスの欄を活用し
てうまくケアプランの見直しに生かしていき
たい。

38

記録の欄にモニタリングとカンファレンスの
項目を増やし見やすいようにしている。ま
た、その場その場で気になる事があれば話し
あい、ケースカンファレンス欄へ記入し申し
送り時や全体ミーティング時に全スタッフが
把握できるように努めている。

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

３．多機能性を活かした柔軟な支援（小規模多機能居宅介護事業所のみ記入）

28 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○認知症の専門医等の受診支援

　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

○早期退院に向けた医療機関との協働

　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

○重度化や終末期に向けた方針の共有

　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

○重度化や終末期に向けたチームでの支援

　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

48

本人や家族の気持ちを尊重し、係りつけ医とも充
分に話し合いを行い、支援している。また、ス
タッフ内でも重度化や終末期の対応等について勉
強会や話し合いの機会を作り、ホーム内でのでき
ること、できないことの共通の認識を持ち、係り
つけ医、スタッフ、家族が連携し本人が安心し、
納得した最期が迎えられるよう、話し合いをしな
がら取り組んでいる。

47

家族へ急変時における対応とターミナルケアに関
わる説明をし、同意書にて同意を得ている。本人
の病状についてもその都度話し合いをしながら、
最善の方法でケア出来るよう情報の共有を心掛け
ている。ケアの重度化に対し、今後のケアのあり
方についてご家族と話し合いながら、何が本人に
とってベストなのかを模索していおり、得た情報
は記録に残し統一したケアが行われるように、報
告・連絡・相談をスタッフ全員が心掛けて日々の
生活のケアに当たっている。

46

入居者の入院中は出来る限りお見舞いや状態確認
へ足を運び、不安を和らげられる様見守ってい
る。ホーム内で出来る医療管理の状態になると退
院出来るよう、病院関係者や家族とも情報交換や
相談を重ね、早期退院に努めている。退院後も、
ホームでの生活に不安の無い様スタッフも心配り
や状態観察に努めている。

45

44

法人クリニックの医師や係りつけ医との連携を大
切にし、受診時には同行している。法人クリニッ
クの医師は精神神経科でもあり、適切な指示や助
言を受けている。また、週に１回法人クリニック
の訪問看護にて状態の変化等の相談をしたり、係
りつけ医とも受診時に情報を交換し適切な指示や
助言を受けている。

43

入居時に、本人や家族にかかりつけ医の確認や希
望を聞き受診したり、病状等ホーム看護師に相
談・指示をもらい適した医療機関を受診出来るよ
う報告等に心掛けている。 受診時や受診の結果
の報告も必ず家族に行い、複数の医療機関との関
係も密に結んでいる為、ホーム側と医療機関との
連携が取れている事により入居者の方も安心して
受診する事が出来る。

29 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○住み替え時の協働によるダメージの防止

　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

○プライバシーの確保の徹底

　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている（認知症対応
型共同生活介護）

49

入居前には実調も含め、何度か本人や家族に
会い生活暦アセスメントシートを活用し状態
像の把握に努めている。入居者や家族の希望
を聞き、双方にとってより良い生活が送れる
よう、生活環境やケアの内容、注意点につい
てスタッフ内でも充分に話し合い、申し送り
や情報交換してスタッフがきめ細かい連携を
心掛けケアに当たっている。

53

50

51

52

おおまかな１日の流れはあるが、時間の制約
は設けていない。入居者のその日の状態や
ペースに合わせ起床や就寝、食事時間、入浴
も本人に合った時間で過ごせるようにその
日、その時の気持ちに合った時間を過ごせる
よう支援している。

スタッフは、入居者１人１人の性格を十分に
把握している。会話の際も口調や態度、雰囲
気に気をつけ、誇りやプライバシーを損ねな
いように優しく、分かりやすく話している。
個人情報には気をつけながら行っている。

入居者ごとに分かりやすい声掛けとスタッフ
間で統一したケアが出来るよう心がけてい
る。好きな飲み物を選んで頂いたり、買い物
の際にも好きなものを購入できるよう、複数
の選択肢をスタッフ側から提案して少しでも
自己決定ができるよう支援している。

基本的に本人の意向で決めており、支援が必
要なときに手伝い、自己決定がしにくい入居
者には、一緒に考え本人の気持ちに沿った支
援を心がけている。近所の理容室にスタッフ
と行ったり、本人のなじみの理容室でカット
や毛染めをしてもらえるよう家族の方とも連
携を取り、家族と毎月理容室へ外出するのを
楽しみにしている入居者もいる。

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

30 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

○本人の嗜好の支援

　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

○気持よい排泄の支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

○入浴を楽しむことができる支援

　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる(認知症対応型共同生活介護）

59

一人ひとりの役割を大切にして、毎日が張り合い
のある生活になるよう努めている。ホーム内での
生活だけにならないよう、回覧板を回しに行き、
地域の方々との会話を楽しんだり、散歩や買い物
に出かけることで上手く気分転換を図ったり、趣
味活動に打ち込んだりと、個々の活動をサポート
している。

58

なるべく日中の活動を促し、生活リズムを整える
よう努めている。又、一人ひとりの体調や表情、
希望を考慮し、ゆっくり休憩がとれるよう支援し
ている。寝付けないときは話をしたり、温かい飲
み物を飲んでいただいたり、工夫している。又、
一人で寝付けない入居者には添い寝をして、安心
して入眠できるよう支援している。

57

入浴時間は16：００～20：00としており、利用者
のその日の希望を確認し入浴していたただいてい
る。入浴チェック表を活用し長期間入浴できてい
ない方は、タイミングや声掛けを工夫し入浴でき
るよう支援しており、一人ひとりの習慣に合わ
せ、その人のペースで、ゆっくりと楽しまれるよ
う支援している。又、浄化槽の関係で、現在日曜
日のみ清拭日としている。

56

利用者の様子を見ながら誘導し、出来るだけオム
ツを使用しないでトイレで排泄できるよう支援し
ている。また、尿量が少ない入居者には水分と排
尿量の比較をするためにチェック表を用いながら
対応をしている。

55

職員は一人ひとりの嗜好物を理解しており、本人
の様子を見ながら好きなものを買いに出かけた
り、日々楽しめるよう支援している。現在は、酒
やタバコを嗜好とする入居者はいないも、今後
酒・タバコを嗜好とする入居者がいても、状況に
合わせて対応できるようにしている。

54

毎日のメニューは職員が決めているが入居者が嫌
いなものは本人に相談しながら決めている。調理
から片付けまで入居者と一緒に行い畑の野菜を
採ってきて調理をするなど活動の一つとしてい
る。職員も一緒に食事をし、楽しい雰囲気作りを
心がけている。又、ダイエット食の入居者にも、
油物を減らし繊維の多い野菜を増やすなど、それ
ぞれの入居者に合わせた、食事を提供している。

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援（認知症対応型共同生活介護事業所のみ記入）

31 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している（認知症対応型共同生活介護）

○日常的な外出支援

　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している（認知症対応型共
同生活介護）

○普段行けない場所への外出支援

　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している(認知症対応型共同生活介護）

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している（認知症対応型共同生活介護）

○家族や馴染みの人の訪問支援

　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している（認知症対
応型共同生活介護）

○身体拘束をしないケアの実践

　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

65

月に一度の全体ミーティング、勉強会を積極
的に行い、１ヶ月のアクシデント報告書を元
に話し合っている。ケアの見直しをその都度
行い、どのような行為が身体拘束になるのか
を見極め、ケアの方針を統一していく事で身
体拘束のないケアを実践している。

○ 間違った認識にならないよう、定期的な勉強
会が継続して必要。

64

オープンにしているため、いつでも家族や知
人が来園出来るようになっている。好きな場
所でゆっくりすごして頂く為に、スペースを
確保し、お茶を提供、笑顔で出迎えている。

63

家族などに、暑中見舞いや年賀状などの葉書
を出し、手紙をかけない利用者の代筆なども
行っている。友人との手紙のやり取りは希望
時に、いつでも手紙が出せるように対応し、
今までの関係が途切れないように努めてい
る。かかってきた電話は、取り継いだり、か
けたい希望があれば、いつでもかけるように
支援している。

62

5月には甲子温泉に家族と共に出かけ、冬に
はホテルで食事をしたり、又季節ごとに計画
を立て外食をしながら、自然に触れ合ったり
出来る場所へドライブするなど、出かける機
会を作っている。

61

利用者の希望や声かけにて趣味の道具や好き
なジュースを買いに出かけたり、買い物帰り
にドライブへ行ったり、ホームの物品の買出
しを手伝ってくれたり外出は日常的に行って
いる。

60

家族より預かったお金は金庫にて保管し、小
額を自己管理したり、利用者の希望によりそ
の都度渡したりと個々の能力に合わせて行っ
ており、自由に買い物が出来るように支援し
ている。

（４）安心と安全を支える支援

32 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○鍵をかけないケアの実践

　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認

　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○注意の必要な物品の保管・管理

　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○事故防止のための取り組み

　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

71

繰り返し定期的に防災訓練を行い、利用者も
慌てずに行動出来るよう、身に付けている。
日ごろより、回覧板を回したり、会話をした
りと近隣とコミュニケーションを図り、緊急
時には、協力してもらえるよう、働きかけて
いる。

○
地域の方との災害時の協力を得るには、日頃
からより多くの交流を図らなければいけない
と思われる。

70

ホーム内には消防署において、救急救命の実
技講習会を受け、救急救命の資格を持つ職員
がおり、月に１回防災訓練も行っている。
又、年に２回本体と合同で防災訓練を大々的
に行っている。全職員で応急手当や初期対応
についての勉強会も行っている。

69

転倒が危険な入居者については、コールを持って
頂き歩行時に見守りを行っている。誤嚥について
もケアプランに基づき一人一人に合わせた食事形
態を取っており、「危ないから」とすべてを職員
主導にするのではなく、会議や勉強会等で防止法
についての知識を身につけ、本人の力を最大に発
揮することで事故防止につなげていくように心が
けている。

68

個人の所有物は、基本的に自室のクローゼッ
トまたは、個人のタンスなどにしまって頂い
ている。生け花が趣味の入居者のハサミセッ
トの中にのこぎりがあり、以前髪をとかそう
としていた事があり、危ないと判断し天袋に
しまったが、ハサミについてはいつでも使え
る所にしまい、生け花の時には使用して頂い
ている。

67

日中自由な時間を過ごして頂いているが、常
に所在見守りをし、転倒の危険性のある入居
者などは、職員の側で一緒に作業をしたりし
ている。夜間は、定期的な巡視を行い、安全
確認をしている。

66

本人の気持ちを尊重し、日中は鍵を掛けずに自由
な生活が出来るようにしている。玄関にチャイム
を設置しているが、本人の「～へ行きたい。」と
いう気持ちを抑えるのではなく、さりげなく声掛
けを行い気持ちを確かめ、一緒に行きたい所へ同
行したりと、利用者の気持ちを害さないよう取り
組んでいる。

33 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○リスク対応に関する家族等との話し合い

　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

○体調変化の早期発見と対応

　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

○服薬支援

　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

○便秘の予防と対応

　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

77

食事に支援が必要な方はケアプランに位置づ
けており、必要時観察、記録の記入をしてい
る。水分の確保が難しい方には、チェック表
を用いて、１日の水分量が一定量になるよう
支援、合わせて排尿量の観察も行っている。
病気的にも問題の無いかたには、食べすぎに
は注意しているが、できるだけ自分の食べ方
で楽しく摂取してもらえるように支援してい
る。

76

起床時、就寝前には必ず歯磨き、うがいを実
施しており、昼食後は状態に合わせて行って
いる。歯磨きだけではなく歯科に定期的に受
診することで、口腔内の健康に気をつけてい
る。

75

排便チェック表を活用し、便秘が長期化しな
いようにしている。薬だけに頼らないよう
に、水分や乳製品、食物繊維を多く含む食材
をメニューに取り入れ、、散歩等の運動を促
している。下剤も排便の様子を観察しなが
ら、細かく調整している。

74

入居者用の服薬ファイルを備え、全スタッフ
が効用、副作用が確認できるようにしてい
る。又新しい薬が処方された場合はスタッフ
全員で確認し、特に注意して状態観察してい
る。

73

毎日、最低週一回は血圧測定を行っている。
体調不良の訴えや様子がいつもと違う時は本
人に体調を確認、医療連携看護師に報告し、
早い段階で対応できるように連絡を取り合っ
ている。スタッフの「いつもと違う」という
気づきを大切にしている。

72

家族の方には現状と、今後起こりうるリスク
について理解して頂けるように、面会時や電
話報告にて、連絡や説明を密に行い、本人に
とって一番合った、より良い生活が出来るよ
う、家族の方の意向を取り入れながら対応策
を話し合い、取り組んでいる。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

34 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○感染症予防

　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

○食材の管理

　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫

　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり

　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

82

たたみスペースでは、テレビやソファーが設
置してあり一休みしたり椅子に座ったままだ
と姿勢が辛くなる入居者が座椅子に座り休息
をとれるように工夫している。また、食堂の
奥にはソファーがあり、ゆったりとくつろげ
るようになっている。

81

ロビーや食堂等は家庭に近い家具や絵画、飾
りつけをしている。食堂はブラインド、居室
にはロールスクリーンで光を調整しており、
音楽やテレビの音も入居者に聞きながら調整
している。台所はオープンキッチンのため料
理の匂いや食材のきる音、入居者に声かけし
一緒に作り、味付けなど聞き会話しながら
行っており、五感にできるだけアプローチを
かけられるよう、季節感を大切に工夫しなが
ら取り組んでいる。

80

玄関先に、入所者と一緒に作成した手作りの
ツリーや、座って靴が履けるように椅子が置
いてある。また、入所者やスタッフの写真な
ども飾ってある。

79

まな板や包丁　、布巾の消毒、漂白を徹底し
ている。食材は毎日買出しに出掛けたり、畑
にあるものはその日に収穫し、新鮮な食材で
調理している。

78

感染症マニアルがあり、発生時にはマニアル
に沿って実行している。又研修会に参加した
り、感染症の時期にはホーム内での勉強会を
開き、感染症が発症しても適切に対応できる
ようにしている。入居者、職員共にインフル
エンザ予防接種はできるだけ受けている。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

35 評価機関：社会福祉法人　福島県社会福祉協議会



事業所名：グループホーム　ひもろぎの園２階

取り組みの事実
（実施している内容・実施していない内容）

○印
(取組んで
いきたい項
目)

取り組んでいきたい内容
（すでに取組んでいることも含む）

項　　目

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○換気・空調の配慮

　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり

　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

○建物の外周りや空間の活用

　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

　（   　 　　部分は外部評価との共通評価項目です　）

87

玄関先や庭では、水撒きや草むしりなど入居
者が活動できるように活かしている。ベラン
ダには鉢植えやプランターを置き、四季に合
わせ植え替え作業行い、毎日の水やりも進ん
で行われる。また、ベンチや洗濯物干しを設
置し日光浴をされる。隣接する畑では、野菜
を作り作業や収穫に参加し、食材として利用
している。

86

本人の体調や状態に合わせ、自立した生活を
送る上で危険と思われる物、居室内の家具や
物品等は、職員が本人や家族と良く相談し配
置を替えたり、別なものと交換したりとして
いる。また、混乱を招くような物には、はっ
きり品名を表示したり早めに補修したりと、
混乱が生じないようこころがけている。

85

廊下、浴室、トイレ、食堂と手すりを設置
し、車椅子用トイレも設置。台所や洗面所の
高さは入居者にあわせて低くなっており、車
椅子でも使用しやすいように使いやすく工夫
されている。

84

冷暖房とロスナイ換気が各居室に設置、個人
の希望でスタッフが調整する。季節関係な
く、入所者の状況に合わせ、換気はこまめ行
い、匂いがこもらないように気をつけている

83

家族と協力しあい、安心できるスペースにな
るよう工夫している。家族の写真や使いなれ
た好みの家具、壁に私物等を飾り、ホームで
の思い出写真も飾り居心地の良い空間を作っ
てある。しかし認知症の進行と共に、物が多
くあることで混乱を来たす方、歩行状態に
よって居室の模様替えをしなければならない
入居者もおられるため、実情に合わせて対応
している。

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり
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①ほぼ全ての利用者の
②利用者の２/３くらいの
③利用者の１/３くらいの
④ほとんど掴んでいない
①毎日ある
②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族と
②家族の２/３くらいと
③家族の１/３くらいと
④ほとんどできていない
①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどない

⑤その他（　　　　　　　）

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

⑤その他（　　　　　　　）

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

⑤その他（　　　　　　　）

94
利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

⑤その他（　　　　　　　）

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

⑤その他（　　　　　　　）

92
利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

⑤その他（　　　　　　　）

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

⑤その他（　　　　　　　）

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

⑤その他（　　　　　　　）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

89
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

⑤その他（　　　　　　　）
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項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない
①ほぼ全ての職員が
②職員の２/３くらいが
③職員の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２/３くらいが
③利用者の１/３くらいが
④ほとんどいない
①ほぼ全ての家族等が
②家族等の２/３くらいが
③家族等の１/３くらいが
④ほとんどできていない

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

⑤その他（　　　　　　　）

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

⑤その他（　　　　　　　）

98 職員は、活き活きと働けている

⑤その他（　　　　　　　）

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

⑤その他（　　　　　　　）

スタッフは入居者の生活暦や趣味・特徴・長所・短所を把握しており、これまでのライフスタイルや本人の感情や行動の１つ１つに対して理解し、受容・共
感し寄り添ったケアの中で本人のペースに合わせ自己決定出来るようなケアを心掛けている。その人らしさを感じ取り、活動を促したり活動の幅を広げたり
出来る機会作りに努めている。自己決定への働き掛けとして、いくつかの選択肢の中から本人に選んで頂ける様な工夫をしている。環境や状態の変化時にも
思いやりのあるケアで不安の無い様、日々の生活を支えている。又、余暇活動を利用し完成した作品等、日常の生活における活動を写真に撮り掲示し、やる
気や生きがいに繋がるよう働き掛けている。家族の思いと本人の望んでいる事を理解する上で面会時に家族の意向を聞いたり、本人の日々の生活の中からも
感じ取られる希望や要望等の声を大切に、情報交換をし、双方の要望に耳を傾けより良いケアに努めている。また、月に１度家族に手紙を書き本人の様子を
伝えたり、遠方の家族にも本人の状態が伝わるよう温かみのある手紙を出している。医療面でも様々な医療機関と密に情報交換を行ったり、法人クリニック
との報告・連絡・相談等により連携を取る事で不安の無い生活支援に努めている。重度化によるターミナルケアについても家族や本人とも充分に話し合い、
意思や同意を得ている。ホームでも出来る限り生活出来るよう看取りのケアについても勉強会を通じて理解に努めている。緊急時への対応についても消防士
等による指導や訓練により学ぶ機会を設けている。環境にも恵まれている為、ホーム裏で畑を作り種植えから収穫までの一連の作業にも携わり、食材として
も利用する事で取り組みの中から生まれる感情や食事への食欲増進へも繋がって来る。地域との関わりにも力を入れ、買い物や散歩・ボランティア・回覧板
等を通じ顔見知りになり挨拶を交わしたり気分転換を図れるよう機会を作っている。民生委員や尺八・サックス等のボランティアの訪問により会話や音楽・
昔ながらの思考に繋がり昔を思い出し楽しい一瞬を過ごせる。回覧板には広報紙を挟み認知症への理解や地域ぐるみの付き合いを展開している。散歩がてら
回しに出掛け、挨拶や会話を交わしたりと活動している。消極的な入居者さんにも、気軽に散歩や外出出来る様声掛け等で活動を促している。また、運営推
進会議等情報交換・サービス提供に対するアドバイスや助言を頂きケアの向上・生活支援の幅を広げられるよう参考にし、不安の無い本人の人格を尊重した
暮らしの場を提供出来る様スタッフ間で充分に話し合い柔軟な考えの基生活に寄り添うケアに当たっている。グループホームならではの事業所としての向上
にも努めています。
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